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	スライド 1: 小児がん医療における心理社会的支援に関する 課題と展望 　　～第2報：療養を支援する職種の実態～ 丸嶋史代（CCS）1）田中恭子（医師）1） 作田和代（CLS）2）　平田美佳（看護）3）　永田雅子（心理）4) 鈴木彩（SW）5）　富澤大輔（医師）6）　米田光宏（医師）7） 1）国立成育医療研究センター小児内科系専門診療部こころの診療科　2）静岡県立こども病院 3）順天堂大学医療看護学部　4）名古屋大学心の発達支援研究実践センター　 5）国立成育医療研究センター小児がん相談支援センター 6）

